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1. 緒 言 

 今日ではスマートフォンでの音声認識が積極的

に活用されている。そこでスマートフォンで身近な

生き物である鳥の鳴き声で音声認識を行うことを考

えた。鳥の鳴き声に音声認識を行うことで，鳥の種

類を特定することが目的である。 
 
2. 研究のアプローチ 
 音声認識は「元データ」→「前処理部」→「特徴抽

出部」→「認識部」→「識別結果部」の流れとなって

いる[1]。次から具体的な内容を示す。 
元データ部では鳥の鳴き声を録音することでア

ナログ波からデジタル波にする。 
前処理部では音声データにフーリエ変換をかけ

やすくするためにテキストファイルに変換する。 
特徴抽出部では，テキストファイルに変換した音

声データを配列に入れフーリエ変換を行う。また録

音した音声データの音量の入った配列を正規化す

るために音の最大値で配列を割り，その値を 10 倍

することで比較する値の有効桁数を増やしている。

行うフーリエ変換は離散フーリエ変換となってい

る。 
離散フーリエ変換を行うことで音声のスペクトル

を実部と虚部に分けて得ることができる。実部に

cos 波のパワーが実数平面上に，虚部には sin 波

のパワーが虚数平面上に表される。この式は式(1)
のようになる。 
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 ∙  ∙  ∙ (1) 
音の特徴は実部と虚部の値の 2 乗値で表すこと

ができる。これをパワースペクトルと呼ぶ。パワース

ペクトルを求める式は式(2)のようになる。 
Ck = ak! + bk!  ∙  ∙  ∙ (2) 

 
ここで，Ck はパワースペクトルの値，ak はスペク

トル実部，bk はスペクトル虚部である。 
認識部では，フーリエ変換を行い求めたパワー

スペクトル Ck を配列 A に入れ，基準とした音デー

タを配列 B に入れる。ここで判断式を用いる。配列

B の値と配列 B に一定値 x を足した値の範囲内に

配列 A の値となれば判断式が成立する。判断式は

式(3)となる。 
B ≤ A ≤ B + x      ∙  ∙  ∙ (3) 

 

この判断式(3)が成り立つならば一致数を 1 つカ

ウントする。一致数が一定値を超えると基準とした

音声データの鳥となる。 
識別結果では一致数が一定値を超え基準とした

音データの鳥の種類を表示する。 
以上の流れで鳥の種類を特定が完了する。 
 

3. 結 果 
 今回の実験では，身近な鳥であるスズメを特定す

ることにした。スマートフォンでスズメのさえずりを録

音した。そのさえずりから 1 フレーズを切り取り，フ

ーリエ変換をするためにテキストファイル化した。こ

の際に奥村晴彦氏のプログラム[2]を引用した。 
 以下に基準とした音声スペクトルと録音した音声

スペクトルを示す。X 軸が 15000[Hz]までとなってい

るのは以降に特徴が現れなかったためにこの値ま

で表示している。 

 
図 1 基準と録音した音声データのスペクトル 

  
 図 1 を見ると値のピークが似ていることが分かる。

配列 A，B の一致数を数え一定値(今回の値は

1050)を超えたため，録音した鳥の種類はスズメと

なる。 
 
4. 今後の課題 
 今後の課題は 2 つある。1 つ目はフーリエ変換の

アルゴリズムを高速フーリエ変換にすることで判定

結果をより高速に求めること。2 つ目は本研究で書

いたプログラムを Android に移植すること。この 2 つ

が今後の課題となっている。 
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+  録音をした音声の振幅(配列 A) 
×  基準とした音声の振幅(配列 B) 

 

 


